
「義」の精神を次の世代へ

長年の風雨で土砂の流出が進む春日山城跡を修
復するため、三の丸下から本丸まで、一袋の土
を運ぶ活動です。山城の散策を楽しみながら、
保全活動にご協力ください。
■問合せ…文化行政課
（☎025-545-9269）

春日山城跡保全の取り組みには、
ふるさと納税の寄付金も活用しています

春日山城跡をみんなで守る
「土の一

ひ と

袋
ふくろ

運動」にご協力ください

ふるさと納税

土の一袋運動

春日山城跡を当時の姿に
植林された杉を伐採しました

① 土を袋に詰める① 土を袋に詰める ② 袋を本丸まで運ぶ② 袋を本丸まで運ぶ

③ 本丸の木箱に③ 本丸の木箱に
　  土を入れる　  土を入れる

市ではふるさと納税の使途の一つに「春日山城跡
の保存及び整備並びに謙信公関連事業の推進」を
設けています。寄付金は、ここで紹介した城跡保
全の活動の財源としても活用しています。
■問合せ…ふるさと応援室
　（☎025-520-5625）

「春日山城跡の保存及び整備並びに謙信公関連事業の推進」を
使途として寄付いただいた「ふるさと納税」の件数と寄付額
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市 で は 春 日 山 城 跡 を 守 る た め、「 空
か ら ぼ り

堀 」 や
「切

き り ぎ し

岸」など重要な遺構が残る「千
せ ん が ん も ん

貫門跡」周
辺の、倒木の危険がある杉を伐採しました。
伐採後の清掃活動には、春日山城跡保存整備
促進協議会の呼びかけにより市民の皆さんか
らも参加いただき、山城の重要な門の跡が分
かりやすくなりました。
■問合せ…文化行政課（☎025-545-9269）

伐採前

伐採後

春
日
山
城
跡
保
全
の
取
り
組
み

会長　折橋 修 さん

春日山城跡保存
整備促進協議会

　
「
登
っ
た
人
か
ら
、当
時
の
謙
信
公
の
思

い
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
に
な
れ
ば
」と
、

平
成
21
年
か
ら
草
刈
り
や
松
葉
か
き
な
ど
、

春
日
山
城
跡
の
保
存
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
５
月
に
は
、「
城
跡
を
訪
れ
た
人
が
、

眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
往
時
に
思
い
を
は

せ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、本
丸
や
天
守
台
な

ど
６
カ
所
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
10
月
に
実
施
し
た
中
学
生
、高

校
生
に
よ
る
土
の
一ひ
と

袋ふ
く
ろ

運
動
で
は
、１
６

０
人
も
の
皆
さ
ん
か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
後
も
市
と
連
携
し
、こ
の
運
動
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
春
日
山
城
跡
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、謙
信
公
の「
義
」の
心
に
も
触
れ

て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。上
越
市

全
体
で
春
日
山
城
跡
の
保
全
の
気
運
が
高

ま
っ
て
い
く
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
活
動

の
発
信
と
参
加
の
呼
び
か
け
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

保
全
活
動
を
通
じ

「
義
」の
心
に
触
れ
る

春日中学校

参加者の声 地域の人に「私たちがこの城跡を地域の人に「私たちがこの城跡を
大切にしていることを伝えたい」大切にしていることを伝えたい」
という思いで、第100回の謙信公という思いで、第100回の謙信公
祭に向け、例年以上に気合いを入祭に向け、例年以上に気合いを入
れて清掃に取り組みました。れて清掃に取り組みました。

袋いっぱいに土を入れて運ぶと袋いっぱいに土を入れて運ぶと
重くて大変だけど、地域に役立重くて大変だけど、地域に役立
てていると実感できます。もってていると実感できます。もっ
と春日山城跡の魅力を知ってもと春日山城跡の魅力を知っても
らえるように頑張ります。らえるように頑張ります。

小菅さん 春日中学校 藤沼さん

参加者の声
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